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非
リ
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・
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ク
ラ
シ
ー

︱
中
東
欧
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
争
︱中　

　

島　
　

晶　
　

子

 

は
じ
め
に

第
一
節 

政
党
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
変
容
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

第
二
節 

中
東
欧
の
政
党
政
治

第
三
節 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
争
に
み
る
中
東
欧

 

結　

び　

には
じ
め
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
九
〇
年
代
か
ら
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
勢
力
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
近
年
ま
す
ま
す
伸
長
を
続
け

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
移
民
や
難
民
は
、
テ
ロ
の
脅
威
、
社
会
の
イ
ス
ラ
ム
化
、
福
祉
国
家
の
過
重
負
担
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
四
～
一
五
年
に
か
け
て
、
Ｅ
Ｕ
難
民
政
策
の
指
針
（
ダ
ブ
リ
ン
規
則
）
と
シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
の
枠
組
み
に
よ
り
、



三
三
二

シ
リ
ア
な
ど
か
ら
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
指
す
庇
護
申
請
者
が
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
集
中
的
に
滞
留
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
こ

の
難
民
危
機
に
つ
い
て
加
盟
国
間
の
再
配
置
ス
キ
ー
ム
を
多
数
決
で
採
択
し
た
が
、
こ
の
過
程
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
国
境
に
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
、
再
配
置
ス
キ
ー
ム
に
中
東
欧
加
盟
国
が
反
対
し
、
政
治
指
導
者
た
ち
の
次
の
よ
う
な
発
言
が
注
目
さ
れ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
オ
ル
バ
ン
（
フ
ィ
デ
ス
、「
青
年
民
主
同
盟
」
の
略
称
）
は
、
難
民
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
そ
の
家
族
文
化
か
ら
し

て
最
終
的
に
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
数
が
多
く
な
る
、
Ｅ
Ｕ
の
道
義
的
責
任
は
難
民
を
助
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
安
全
を
保
証
す

る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
首
相
フ
ィ
ツ
ォ
（「
方
向
・
社
会
民
主
主
義
」）
は
、
Ｅ
Ｕ
の
難
民
再
配
置
ス
キ
ー
ム
は
「
完

全
な
失
策
」、
Ｅ
Ｕ
移
民
政
策
は
「
儀
式
的
な
自
殺
」
で
あ
る
と
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
で
あ
る
、
わ
が
国
に

モ
ス
ク
は
ひ
と
つ
も
な
い
、
と
発
言
し
た
。
チ
ェ
コ
大
統
領
ゼ
マ
ン
（
元
社
会
民
主
党
党
首
、
市
民
権
党
を
創
設
）
は
難
民
殺
到
を
「
組
織
的

侵
入
」
と
言
い
、
チ
ェ
コ
首
相
ソ
ボ
ト
カ
（「
社
会
民
主
党
」）
は
、
ド
イ
ツ
の
政
策
が
刺
激
と
な
り
非
合
法
移
民
が
欧
州
に
押
し
寄
せ
た

と
批
判
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
与
党
「
法
と
正
義
」（
保
守
派
）
党
首
で
元
首
相
の
カ
チ
ン
ス
キ
は
、
難
民
受
け
入
れ
は
見
知
ら
ぬ
寄
生
虫
や
病

気
を
持
ち
込
む
可
能
性
か
ら
健
康
へ
の
リ
ス
ク
で
あ
る
、
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
オ
ル
バ
ン
の
み
な
ら
ず
、
社
会
民
主
主
義
の
看
板
を
掲
げ
る
メ
ン
バ
ー
も
含
め
た
指
導
者
た
ち

が
、
そ
ろ
っ
て
反
移
民
や
反
イ
ス
ラ
ム
、「
わ
れ
わ
れ
に
は
関
係
な
い
」
と
い
う
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
リ
ベ
ラ

ル
派
の
間
に
波
紋
を
広
げ
た
（Balfour et al.2016

）。
こ
う
し
た
中
東
欧
の
政
治
家
た
ち
の
反
応
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
共
通
す
る
右
翼
ポ 

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
中
東
欧
諸
国
に
お
け
る
政
党
政
治
の
特
徴
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
言
説
か
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
共
感
が
増
す

要
因
を
検
討
し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
体
制
移
行
へ
の
よ
り
広
い
示
唆
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
節
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
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リ
ズ
ム
台
頭
の
要
因
に
関
す
る
議
論
を
概
括
す
る
。
第
二
節
で
、
中
東
欧
に
お
け
る
政
党
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
特
徴
に
つ
い
て
、
体
制
遺
産
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
プ
ロ
セ
ス
、
政
治
的
対
立
軸
か
ら
整
理
す
る
。
第
三
節
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
中
東
欧
に
み
ら
れ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論

争
の
構
図
と
そ
の
政
治
的
な
意
味
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
本
事
例
の
含
意
に
触
れ
、
結
び
と
す
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
現
象
に
関
し
て
中

東
欧
の
位
置
づ
け
を
扱
う
研
究
は
少
な
く
、
日
本
で
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
争
と
の
関
連
性
も
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
ポ
ス
ト

共
産
主
義
社
会
に
お
け
る
文
脈
に
着
目
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
対
照
性
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
概
念
の
歴
史
性
を

示
す
試
み
で
あ
る
。

第
一
節 

政
党
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
変
容
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
現
象
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
係
を
分
析
し
て
き
た
（M

ény and 

Surel 2002;M
erkl and W

einberg 2003;M
udde 2007;M

udde and Rovira K
altw

asser 2012;

吉
田
二
〇
一
一；

高
橋
・
石
田
二
〇
一
三；

水
島
二
〇
一
六
）。
本
節
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
の
傾
向
を
ふ
ま
え
、
政
党
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
変
容
に
焦
点
を

当
て
た
議
論
を
概
観
し
た
い
。

（
一
）
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
定
義
や
分
析
に
つ
い
て
の
理
論
的
研
究
を
、ギ
ド
ロ
ン
と
ボ
ニ
コ
フ
ス
キ
は
三
つ
の
類
型
に
整
理
し
て
い
る
（Gidron 

and Bonikow
ski 2013

）。
第
一
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
反
映
さ
れ
た
テ
キ
ス



三
三
四

三
三
四

ト
を
分
析
対
象
と
し
、
多
様
な
選
挙
連
合
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
、
政
党
シ
ス
テ
ム
に
焦
点
を
当
て
る
。
い
っ
た
ん
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
分
類
し

た
ら
、
支
持
基
盤
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
、
政
治
組
織
や
政
権
参
加
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
検
討
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政

治
学
で
支
配
的
で
あ
る
。
第
二
に
、
動
員
戦
略
と
み
な
す
も
の
が
あ
る
。
分
析
の
対
象
は
政
治
的
ア
ク
タ
ー
と
支
持
者
の
関
係
で
あ
り
、

排
除
さ
れ
が
ち
な
政
治
集
団
へ
の
ア
ピ
ー
ル
能
力
で
あ
る
。
動
員
の
決
定
要
因
と
し
て
、
市
民
社
会
の
強
弱
と
、
党
派
的
組
織
の
制
度
化

の
高
低
の
組
み
合
わ
せ
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
注
目
す
る
（M
adrid 2008

）。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
事
例
研
究
に
多
い
傾
向
で
あ
る
。
第

三
は
、
言
説
ス
タ
イ
ル
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
は
、
政
治
的
ア
ク
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ピ
ー
チ
行
動
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の

ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
言
説
の
文
脈
的
要
因
や
ア
ク
タ
ー
内
部
の
異
質
性
に
着
目
す
る
（Laclau 2005

）。

こ
れ
ら
三
つ
の
視
点
は
相
互
に
排
他
的
で
は
な
い
が
、
言
説
ス
タ
イ
ル
に
着
目
す
る
見
方
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
地
域
性
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
か
か
わ
り
な
く
概
念
化
で
き
る
と
い
う
の
が
、
ギ
ド
ロ
ン
ら
の
立
場
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
中
心
と
す

る
ム
デ
に
よ
る
定
義
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
（M

udde 2004;2007

）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
常
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
、新
自
由
主
義
、（
民
主
）
社
会
主
義
な
ど
の
ホ
ス
ト
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
付
着
さ
せ
単
体
で
は
成
り
立
た
な
い
「
薄
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

で
あ
る
。
社
会
を
「
腐
敗
し
た
エ
リ
ー
ト
」
対
「
清
廉
な
民
衆
」
の
二
項
対
立
と
と
ら
え
、
民
衆
の
一
般
意
志
の
実
現
こ
そ
が
政
治
の
目

的
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
多
数
主
義
を
強
調
し
、
多
元
主
義
に
抗
議
す
る
。
九
〇
年
代
以
降
に
存
在
感
を
強
め
て
い
る
の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
外
国
人
排
斥
（nativism

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）、
権
威
主
義
と
結
び
つ
い
た
、
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

（
二
）
政
治
と
市
民

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が
躍
進
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
状
況
や
世
論
と
い
っ
た
需
要
面
、
政
党
戦
略
に
代
表
さ
れ
る
供
給
面
、
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三
三
五

選
挙
を
左
右
す
る
制
度
的
配
置
な
ど
の
相
互
作
用
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
要
因
を
結
び
つ
け
る
文
脈
と
し
て
、デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
市
民
の
関
係
の
変
容
が
あ
る
。

西
欧
と
北
米
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
特
徴
づ
け
て
き
た
の
は
、
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
よ
り
も
立
憲
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
西
欧
で
は
、
ソ
連
の
存
在
に
よ
り
、「
持
て
る
者
」
が
「
持
た
ざ
る
者
」
か
ら
支
持
を
調
達
し
て
資
本
主
義
を
正
当
化
す

る
努
力
の
一
環
と
し
て
、
社
会
的
妥
協
が
な
さ
れ
た
。
民
主
化
は
平
等
主
義
の
約
束
で
も
あ
り
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
社
会
の
不
平
等
を

緩
和
し
た
。
西
欧
の
福
祉
国
家
と
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
こ
う
し
て
冷
戦
に
よ
り
条
件
を
整
え
ら
れ
、
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る

（K
rastev 2016b

）。

ポ
ス
ト
一
九
八
九
年
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
「
街
で
唯
一
の
ゲ
ー
ム
」（Linz and Stepan 1996

）
に
な
る
と
、そ
の
焦
点
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
基
本
原
理
や
組
織
構
造
に
移
っ
た
。
階
級
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
は
す
で
に
後
退
し
て
お
り
、
政
策
形
成
過
程
に
お
い
て
政
治
か
ら
独
立
し
た

専
門
機
関
の
役
割
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
政
党
の
機
能
は
選
挙
後
の
政
府
に
よ
る
公
共
政
策
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
移
り
、
政
党

間
の
政
策
は
接
近
し
て
い
っ
た
。市
民
は
従
来
の
制
度
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
無
関
心
に
な
り
、政
治
の
世
界
を
外
側
か
ら
み
る
観
客
に
な
っ

た
。
政
治
家
た
ち
は
そ
う
し
た
有
権
者
を
惹
き
つ
け
る
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
で
、
舞
台
の
立
役
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

欧
州
統
合
も
、
市
民
と
政
治
の
関
係
を
変
容
さ
せ
た
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
冷
戦
と
と
も
に
始
ま
っ
た
統
合
の
動
き
は
、
冷
戦
終
結
後

の
国
際
環
境
に
お
い
て
、
新
た
な
欧
州
秩
序
の
構
想
へ
と
進
ん
だ
。
そ
の
中
心
は
、
脱
国
家
、
脱
主
権
と
い
う
脱
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム
に
、

国
家
を
存
続
さ
せ
つ
つ
漸
進
的
に
変
容
さ
せ
る
と
い
う
、
Ｅ
Ｕ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
は
そ

の
具
体
化
で
あ
っ
た
。
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（
三
）
欧
州
統
合
と
政
治

Ｅ
Ｕ
の
制
度
的
特
徴
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
影
響
に
関
し
て
、
メ
ア
に
よ
る
説
明
を
概
観
し
よ
う
（M

air 2013

）。

Ｅ
Ｕ
は
市
民
が
影
響
力
を
及
ぼ
す
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
残
し
な
が
ら
、
代
議
制
に
よ
る
過
剰
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
避
け
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
な

専
門
機
関
に
よ
る
統
制
を
組
み
合
わ
せ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。「
民
主
主
義
の
赤
字
」
と
い
う
指
摘
は
、
Ｅ
Ｕ
が
実
態
か

ら
し
て
政
体
で
は
な
く
、
他
方
で
現
代
先
進
民
主
国
家
に
も
共
通
す
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
点
で
適
切
で
は
な
い
（M

oravcsik 2002

）。

Ｅ
Ｕ
に
は
市
民
が
政
治
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
う
え
で
、
ふ
た
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
ま
ず
、
自
国
の
議
会
や
政
府
を
通
じ
、
Ｅ
Ｕ

の
制
度
的
な
側
面
に
権
限
を
も
つ
閣
僚
理
事
会
や
欧
州
理
事
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
欧
州
議
会
を
通
じ
、
Ｅ
Ｕ
権

限
が
確
立
さ
れ
た
政
策
領
域
の
機
能
的
な
側
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
現
実
に
は
、
国
家
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
機
能
的
側

面
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
制
度
的
側
面
が
好
ん
で
議
論
さ
れ
、
権
限
の
な
い
争
点
を
め
ぐ
り
選
挙
が
競
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
一
見
活
用
で
き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
両
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
け
る
選
択
は
シ
ス
テ
ム
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
と
っ
て

ま
す
ま
す
重
要
で
な
く
な
っ
て
い
る
。

統
合
の
進
展
は
、
政
党
間
競
争
と
市
民
の
政
治
認
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
加
盟
国
レ
ベ
ル
で
の
政
策
領
域
、
政
策
手
段
の
幅
が
制

限
さ
れ
た
た
め
に
政
党
間
の
政
策
競
争
は
空
洞
化
し
、
選
挙
の
価
値
が
低
下
し
た
。
市
民
は
投
票
に
よ
り
自
国
の
政
権
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
て
も
、
重
要
な
諸
政
策
の
変
更
は
か
な
わ
な
い
。
加
盟
国
市
民
は
、
立
法
機
関
の
役
割
が
決
定
的
で
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
で

重
要
な
決
定
が
さ
れ
る
状
況
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
欧
州
議
会
選
挙
だ
け
で
な
く
国
内
の
選
挙
を
棄
権
す
る
こ
と
に
も
抵
抗
が
な

く
な
る
。
選
挙
プ
ロ
セ
ス
の
価
値
が
下
が
り
、
市
民
の
無
関
心
と
政
治
の
不
在
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
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主
流
政
治
勢
力
の
間
に
は
「
一
層
の
統
合
の
進
展
」
に
つ
い
て
暗
黙
の
合
意
が
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
形
成
者
た
ち
に
は
内
部
で
反
対
派

を
組
織
す
る
権
利
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
メ
ア
は
、
こ
の
「
合
意
の
過
剰
」
の
な
か
で
、
制
度
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
モ
ー
ド
自
体
に
疑
念

や
反
対
を
表
明
す
る
勢
力
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。

（
四
）
社
会
文
化
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ　

八
〇
年
代
ま
で
は
右
翼
政
党
の
多
く
も
欧
州
統
合
を
支
持
し
て
い
た
が
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
を
境
に
九
〇
年
代
に
は
統
合
に
懐
疑

的
に
な
り
、
今
世
紀
初
め
に
は
ほ
と
ん
ど
が
Ｅ
Ｕ
の
方
向
性
を
支
持
し
な
く
な
っ
た
。
急
進
右
翼
や
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
政

党
は
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
が
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
福
祉
国
家
の
擁
護
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
価
値
の
防
衛
、
移
民
排
斥
主
義

（nativism

）
な
ど
を
特
徴
と
す
る
。　

各
国
の
抗
議
政
党
と
し
て
出
発
し
た
こ
れ
ら
の
政
党
は
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
で
相
互
に
学
習
す
る
場
を
得
る
こ
と
に
な
っ

た
。
欧
州
議
会
を
国
内
の
聴
衆
に
向
け
て
持
論
を
放
送
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
、
他
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
成
功
や
失
敗
に

学
び
、
言
葉
遣
い
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
模
倣
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
二
〇
一
五
年
の
難
民
危
機
や
続
発
す
る
テ
ロ
は
、
長
ら
く
移
民
排
斥

を
主
張
し
て
き
た
勢
力
に
と
っ
て
完
全
な
追
い
風
と
な
っ
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が
用
い
る
フ
レ
ー
ズ
や
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
、
主
流
政

党
の
反
応
に
影
響
し
、
加
盟
国
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
の
議
論
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
（Balfour el al.2016

）。

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
の
人
気
は
、
政
治
的
対
立
軸
が
変
化
し
た
結
果
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
と
ノ
リ
ス

（Inglehart and N
orris 2016

）
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
支
持
は
経
済
格
差
よ
り
も
心
理
的
要
素
が
決
定
的
で
あ
る
と
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
豊
か
な
福
祉
国
家
ほ
ど
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
が
支
持
を
集
め
、
公
的
福
祉
に
依
存
す
る
層
は
主
流
政
党
を
支
持
し
て
い
る
。
西
欧
社
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会
で
伝
統
的
に
優
位
を
占
め
て
き
た
社
会
集
団
（
白
人
、
男
性
な
ど
）
に
よ
る
、
広
範
か
つ
急
速
な
文
化
変
容
に
対
す
る
反
動
で
あ
り
、
道

徳
問
題
に
進
歩
的
な
文
化
観
を
も
つ
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
へ
の
深
い
不
信
の
表
れ
で
あ
る
と
し
た
。
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ネ

イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
間
の
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
対
立
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
と
み
る
の
で
あ
る
（K

rastev 2016b

）。

第
二
節 

中
東
欧
の
政
党
政
治

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
は
、
西
欧
の
事
例
分
析
が
中
心
で
あ
る
。
中
東
欧
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
現
象

で
あ
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
西
」
と
「
東
」
の
区
別
を
本
質
化
さ
せ
る
よ
う
な
議
論
を
避
け
る
傾
向
や
、
東
西

の
分
断
さ
れ
た
歴
史
か
ら
比
較
対
象
と
し
て
適
切
で
は
な
い
と
す
る
見
方
、
ま
た
、
体
制
移
行
の
効
果
か
ら
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
利
益
に
関
す

る
東
西
の
構
造
的
な
差
異
を
強
調
す
る
立
場
も
あ
る
（H

erm
an 2012;H

artleb 2013

）。
本
節
で
は
最
後
の
立
場
か
ら
、
中
東
欧
の
政
党

政
治
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
み
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
、
体
制
移
行
と
政
治
ア
ク
タ
ー
の
言
説
と
戦
略
か
ら
検
討
す
る
。

（
一
）
体
制
遺
産

体
制
移
行
後
初
期
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
反
市
場
と
社
会
文
化
的
権
威
主
義
を
代
表
す
る
共
産
党
と
、
親
市
場
的
志
向
を
も
つ
文
化
的

リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
政
党
と
が
対
立
す
る
構
図
で
あ
っ
た
。
共
通
す
る
傾
向
と
し
て
、
階
級
的
な
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
構
造
が
弱
く
、
集
団
的
な

政
治
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
弱
い
た
め
に
組
織
行
動
が
安
定
し
に
く
く
、
選
挙
競
争
の
文
脈
が
不
確
実
で
予
測
不
能
な
点
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
有
権
者
が
固
定
し
な
い
状
況
で
政
治
エ
リ
ー
ト
が
ゼ
ロ
か
ら
政
治
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
形
成
す
る
た
め
、
政
治
競
争
か
ら
得
ら
れ
る
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配
当
は
一
層
高
く
な
る
。
そ
の
た
め
政
党
間
に
は
妥
協
す
る
動
機
づ
け
が
な
く
、
合
意
形
成
よ
り
も
対
決
的
な
戦
略
が
と
ら
れ
や
す
い

（M
air 1997

）。

キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
ら
（K

itshelt et al.1999

）
は
、
共
産
主
義
の
体
制
遺
産
と
移
行
の
動
態
を
、
三
つ
の
類
型
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。
第

一
は
官
僚
制
権
威
主
義
型
で
、
権
力
に
抵
抗
す
る
与
党
、
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
官
僚
制
と
強
い
市
民
社
会
を
も
つ
（
チ
ェ
コ
）。
第
二
は

家
産
制
型
で
、
取
り
込
み
と
抑
圧
の
組
み
合
わ
せ
に
基
づ
く
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
）。
権
力
は
国
家
＝
政
党
の
支

配
者
個
人
や
取
り
巻
き
に
集
中
し
、
官
僚
制
の
合
理
的
な
発
達
を
み
ず
、
農
業
主
体
の
社
会
で
共
産
主
義
が
先
例
の
な
い
経
済
進
歩
を
み

て
、
物
質
的
恩
恵
者
は
政
党
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
た
。
第
三
は
国
家
妥
協
型
で
、
国
家
共
産
党
が
選
択
的
な
改
革
を
許
す
戦
略
を
と
っ

た
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
）。
共
産
党
は
労
働
運
動
の
ル
ー
ツ
を
も
つ
諸
政
党
と
合
併
さ
れ
た
が
、
体
制
確
立
以
前

に
発
達
し
て
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
と
市
民
組
織
の
残
滓
も
生
き
延
び
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
官
僚
制
・
権
威
主
義
型
と
国
家
妥
協
型

の
遺
産
が
混
合
さ
れ
た
タ
イ
プ
と
み
な
さ
れ
（K

itchelt el al.1999

）、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
セ
ル
ヴ
ィ
ア
、
バ
ル
ト
三
国
は
国
家
妥
協
型
と

家
産
制
型
の
遺
産
の
両
方
を
共
有
す
る
と
み
ら
れ
る
（H

einish 2017

）。

ハ
イ
ニ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
う
し
た
体
制
遺
産
が
移
行
後
の
政
治
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
を
条
件
づ
け
た
と
す
る
。
官
僚
制
権
威
主
義
型
で
は
、

政
治
的
分
裂
は
主
に
社
会
経
済
問
題
を
め
ぐ
り
現
れ
た
。
早
期
の
産
業
化
と
世
俗
化
に
よ
り
、
宗
教
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
イ
シ
ュ
ー
を
政
治

論
争
か
ら
取
り
除
き
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
は
残
存
す
る
も
の
の
、
政
治
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
に
転
化
す
る
ほ
ど
強
く
な
い
。
高

技
能
・
専
門
的
労
働
力
の
存
在
に
よ
り
、
市
場
リ
ベ
ラ
ル
改
革
路
線
が
強
く
求
め
ら
れ
、
新
た
な
政
治
ア
ク
タ
ー
は
経
済
政
策
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
競
っ
た
。
し
か
し
、
急
速
な
経
済
社
会
変
化
の
結
果
、
過
去
の
特
権
が
体
制
移
行
に
よ
り
奪
わ
れ
た
と
み
る
強
い
反
対
派
を
生
み
、

彼
ら
に
保
護
者
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
去
の
共
産
主
義
者
が
政
治
に
返
り
咲
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
家
産
制
型
で
は
、
共
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産
主
義
体
制
確
立
前
に
近
代
化
の
成
功
や
都
市
中
産
階
級
が
大
衆
の
記
憶
に
な
い
社
会
で
、
旧
共
産
党
指
導
者
層
が
体
制
移
行
プ
ロ
セ
ス

を
乗
り
切
り
、
新
興
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
社
会
的
発
展
の
た
め
の
社
会
主
義
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
際
的
な
経
験
も
記
憶
も
も
た

な
い
、
弱
く
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
反
対
派
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
ポ
ス
ト
共
産
主
義
勢
力
は
保
護
主
義
的
な
傾
向
を
保
ち
、
新
興
政
党
の

反
共
産
主
義
戦
略
に
よ
り
社
会
文
化
的
分
裂
が
生
じ
た
。
国
家
妥
協
型
で
は
、
共
産
主
義
体
制
内
部
に
残
っ
た
体
制
確
立
前
の
諸
勢
力
が

反
体
制
派
の
核
と
な
り
、
移
行
期
の
改
革
は
交
渉
に
よ
る
協
定
の
手
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
、
改
革
派
共
産
主
義
者
に
正
当
性
が
残
さ
れ

た
。
か
つ
て
の
反
体
制
派
政
党
に
よ
る
経
済
改
革
の
見
込
み
が
不
確
か
に
な
る
と
、
彼
ら
は
大
衆
の
間
で
急
速
に
評
価
を
取
り
戻
し
、
本

格
的
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
映
る
よ
う
に
な
る
。

（
二
）
Ｅ
Ｕ
加
盟
プ
ロ
セ
ス

ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
で
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
め
ぐ
る
論
点
が
各
国
の
文
脈
に
応
じ
て
集
中
的
に
精
査
さ
れ
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
」
は
西

欧
諸
国
よ
り
も
一
層
重
要
性
が
高
か
っ
た
。
こ
の
た
め
政
党
シ
ス
テ
ム
の
再
編
プ
ロ
セ
ス
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
対
す
る
世
論
と
政
党
戦

略
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
（N

eum
ayer 2008;H

einisch 2017

）。

ポ
ス
ト
移
行
の
初
期
に
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
回
帰
」
は
感
情
的
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
含
み
を
も
っ
て
い
た
。
ソ
連
の
影
響
圏
か
ら

抜
け
出
し
、
近
代
化
の
障
害
と
み
ら
れ
た
政
治
経
済
条
件
の
遺
産
を
克
服
し
、
共
産
主
義
の
乗
っ
取
り
が
な
け
れ
ば
あ
っ
た
は
ず
の
場
所

に
戻
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
と
し
て
国
家
の
地
位
を
認
め
ら
れ
る
た
め
の
手
段
と
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
期
待
さ
れ
る
経

済
的
恩
恵
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
加
盟
の
必
要
性
を
正
当
化
す
る
た
め
に
主
張
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
に
経
済
的
考
慮
は
加
盟
を
求
め
る

二
次
的
な
動
機
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
歴
史
的
に
外
部
の
敵
、
帝
国
に
支
配
さ
れ
て
き
た
こ
の
地
域
で
は
、
よ
う
や
く
国
民
国
家
の
地
位
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を
得
て
、
政
府
間
主
義
的
な
強
い
志
向
が
あ
っ
た
。

移
行
後
最
初
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
発
展
段
階
で
は
、共
産
党
と
非
共
産
党
勢
力
と
の
対
立
が
、反
Ｅ
Ｕ
と
親
Ｅ
Ｕ
の
対
立
構
図
と
重
な
っ

て
い
た
。
改
革
派
は
、
旧
社
会
主
義
者
か
ら
距
離
を
置
い
て
彼
ら
を
「
欧
州
懐
疑
主
義
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
有
権
者
の
親
欧
州
感
情
に

効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
欧
州
懐
疑
主
義
は
、
当
初
は
ほ
ぼ
、「
残
余
的
共
産
主
義
」
の
諸
政
党
と
、
改
革
志
向
の
共

産
主
義
後
継
政
党
か
ら
分
裂
し
た
強
硬
派
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
み
ら
れ
た
。

一
九
九
八
年
に
加
盟
交
渉
が
始
ま
る
と
、
争
点
が
具
体
化
し
統
合
の
コ
ス
ト
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
議
論
に
は
明
ら
か
に

変
化
が
現
れ
、
こ
の
過
程
で
、
政
治
ア
ク
タ
ー
は
加
盟
プ
ロ
セ
ス
全
体
や
加
盟
交
渉
の
手
法
を
批
判
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
加
盟

申
請
国
は
、
欧
州
委
員
会
か
ら
毎
年
Ｅ
Ｕ
法
体
系
（
ア
キ
・
コ
ミ
ュ
ノ
テ
ー
ル
）
の
受
容
お
よ
び
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
の
達
成
状
況
が
レ

ビ
ュ
ー
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
国
有
で
あ
っ
た
土
地
の
売
買
、
共
通
農
業
政
策
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
保
護
な
ど
、
中

東
欧
各
国
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
な
領
域
と
衝
突
し
、
強
力
な
西
欧
諸
国
と
の
交
渉
プ
ロ
セ
ス
が
非
対
称
で
引
き
伸
ば
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
が
広
ま
っ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
に
課
さ
れ
た
条
件
が
厳
格
化
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
感
情
は
強
ま
っ
た
。
野
党
は
特
に
、
国

益
を
守
る
う
え
で
の
政
府
の
「
弱
さ
」
を
攻
撃
し
、
政
府
批
判
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
交
渉
当
事
者
の
政
府
与
党
に
は
集

中
的
な
交
渉
に
追
わ
れ
、
駆
け
引
き
す
る
余
地
が
な
く
、
批
判
を
吸
収
す
る
側
に
ま
わ
っ
た
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
国
ほ
ど

欧
州
委
員
会
や
現
加
盟
国
と
の
交
渉
の
余
地
が
な
く
、
こ
の
傾
向
が
現
れ
た
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
や
が
て
諸
政
党
の
再
編
を
と
も
な
い
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
問
題
は
主
流
政
党
と
抗
議
政
党
の
区
別
を
明
確
に

す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、
多
く
の
政
党
で
親
欧
州
主
義
者
が
よ
り
現
実
的
な
姿
勢
（「
ユ
ー
ロ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」）

に
転
換
し
た
。
政
治
家
た
ち
は
あ
ま
り
に
欧
州
懐
疑
的
と
認
識
さ
れ
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
ユ
ー
ロ
リ
ア
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
ラ
ベ
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ル
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
欧
州
懐
疑
的
な
立
場
を
と
る
非
主
流
政
党
の
出
現
や
強
化
を
招
い
た
。
国
家
妥
協
型
や
家
産
制

型
共
産
主
義
、
も
し
く
は
両
方
の
要
素
を
も
つ
諸
国
で
は
、
伝
統
主
義
や
権
威
主
義
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
立
つ
政
党
を
発
展
さ
せ
る
傾

向
が
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
、
文
化
、
宗
教
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
を
め
ぐ
り
形
成
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
抗
議
政
党
で

あ
り
、
Ｅ
Ｕ
を
自
分
た
ち
の
目
標
に
敵
対
す
る
存
在
と
し
て
欧
州
懐
疑
主
義
を
主
張
に
含
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
共
産
主
義
後

継
政
党
の
多
く
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
経
済
基
準
と
両
立
し
な
い
反
市
場
の
姿
勢
が
不
人
気
な
た
め
に
穏
健
化
し
、
社
会
民
主
主
義
の
派
生
型

に
転
換
し
た
。
こ
の
展
開
に
よ
り
、非
共
産
党
諸
政
党
は
、共
産
主
義
後
継
政
党
と
の
差
別
化
の
た
め
に
Ｅ
Ｕ
問
題
を
使
う
余
地
が
狭
ま
っ

た
。
新
興
政
党
は
欧
州
懐
疑
主
義
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と
し
た
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
は
、
移
行
後
当
初
の
よ
う
に
共
産
主
義
者
に
対

抗
す
る
た
め
に
親
Ｅ
Ｕ
政
党
と
同
盟
を
組
む
必
要
が
な
く
な
り
、
世
俗
主
義
や
文
化
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
ま
す
ま
す
批
判
的
に
な
っ
て

い
っ
た）

1
（

。（
三
）
政
治
的
対
立
軸

中
東
欧
の
政
党
配
置
は
、
西
欧
諸
国
の
政
党
政
治
の
ラ
イ
ン
と
は
一
致
せ
ず
、
欧
州
議
会
の
政
治
会
派
に
も
う
ま
く
適
合
し
て
い
な
い
。

中
東
欧
諸
国
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
焦
点
と
す
る
社
会
文
化
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
中
心
と
な
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
強
ま
る
と
同
時
に
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
冷
淡
な
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
相
互
に
関
連
す
る
要
素
か
ら
説
明
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

経
済
の
自
由
化
は
社
会
に
ひ
ず
み
を
も
た
ら
し
た
が
、
経
済
リ
ス
ク
と
所
得
水
準
、
職
業
、
投
票
行
動
と
の
間
に
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン

が
見
え
づ
ら
い
た
め
、
経
済
的
不
満
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
結
び
つ
き
や
す
い
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
エ
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ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
で
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
言
語
が
争
点
化
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
よ
り
同
質
性
が
高
い
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
が
問
題
に
な
っ
た
。
民
主
化
後
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

権
利
が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
が
強
い
。
典
型
的
に
は
ロ
マ
の
権
利
に
反
対
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
方
は
、
民
主
化
を
主
導
し
た
エ
リ
ー
ト
、
国
内
外
の
組
織
へ
の
反
発
を
と
も
な
う
。
社
会
に
お
け
る
「
他
者
」
は
、
西
欧

で
は
国
外
か
ら
の
流
入
者
で
あ
る
が
、
中
東
欧
で
は
し
ば
し
ば
永
ら
く
国
内
に
存
在
し
て
き
た
ロ
マ
や
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
の
言
説
に
お
い
て
も
、
民
衆
の
「
わ
れ
わ
れ
」
に
対
置
さ
れ
る
「
彼
ら
」
は
、
エ
リ
ー
ト
と
、
社
会
の
同
質
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
脅
か
す
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
政
治
的
正
当
性
の
根
拠
は
多
数
派
の
合
意
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
リ
ベ
ラ
ル
な
制
度
や

法
的
手
続
き
の
シ
ス
テ
ム
を
、
効
果
的
な
統
治
と
人
民
の
意
志
に
即
し
た
政
策
執
行
の
障
壁
と
し
て
反
対
す
る
傾
向
が
強
い
。

Ｅ
Ｕ
は
、民
族
的
・
社
会
的
・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
拡
大
、「
多
様
性
」（diversity

）、
国
家
主
権
の
制
限
を
連
想
さ
せ
る
存
在
と

し
て
、
反
発
の
対
象
で
あ
る
。
自
国
内
の
エ
リ
ー
ト
は
、
民
主
化
、
市
場
経
済
の
導
入
と
い
う
二
重
の
移
行
の
な
か
に
現
れ
成
長
し
た
こ

と
か
ら
、政
治
腐
敗
と
エ
リ
ー
ト
へ
の
強
い
不
満
は
、
体
制
移
行
の
評
価
を
め
ぐ
る
論
争
と
結
び
つ
く（Fom

ina and K
ucharczyk 2016

）。

主
流
政
党
は
、
反
共
産
主
義
に
ル
ー
ツ
が
あ
っ
て
も
経
済
に
関
し
て
国
家
の
役
割
を
擁
護
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
点
は
右
翼
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
政
党
の
多
く
に
も
当
て
は
ま
る
。
主
流
政
党
の
急
進
右
翼
化
に
よ
り
、
本
来
の
急
進
右
翼
、
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
と
の
境
界

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
お
り
、
西
欧
に
比
べ
て
急
進
右
翼
政
党
に
妥
協
的
な
態
度
を
と
り
、
連
立
政
権
を
構
成
し
や
す
い
。
主
流
政
党
が

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
も
つ
た
め
に
、
典
型
的
な
急
進
右
翼
へ
の
支
持
が
相
対
的
に
低
く
み
え
る
こ
と
が
あ
る
（Sm

ilov and K
rastev 

2008;K
riesi and Papas 2015;Bustikova 2016

）。
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第
三
節 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
争
に
み
る
中
東
欧

ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
に
ポ
ス
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
を
当
て
は
め
る
議
論
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
中
東
欧
諸
国
で
活
性
化
し
て
い

る
。
植
民
地
か
ら
解
放
後
も
引
き
続
き
植
民
地
時
代
の
要
素
が
文
化
を
形
成
す
る
様
子
を
指
す
概
念
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
に
注
目
し
た
い
。

（
一
）
ポ
ス
ト
共
産
主
義
社
会
へ
の
視
線

こ
の
議
論
の
き
っ
か
け
は
、
ア
フ
リ
カ
研
究
者
で
あ
る
ム
ー
ア
の
論
考
に
み
ら
れ
る
（M

oore 2001

）。
か
つ
て
植
民
地
で
あ
っ
た
土
地

の
文
化
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
自
治
の
欲
求
と
従
属
の
歴
史
と
の
間
、
原
住
民
性
の
欲
求
と
交
雑
性
と
の
現
実
と
の
間
、
抵
抗
と
共
謀
性

と
の
間
、
模
倣
（
も
し
く
は
擬
態
）
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
間
の
緊
張
で
あ
る
。
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
地
域
の
人
々
が
、
植
民
地

化
さ
れ
た
過
去
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
熱
意
は
、
逆
説
的
に
宗
主
国
に
並
は
ず
れ
た
存
在
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ル
ト
諸
国
、
中

東
欧
、
コ
ー
カ
サ
ス
、
中
央
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
旧
ソ
連
の
地
域
に
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
特
徴
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
地
域
を
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
対
象
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
双
方
が

沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
が
第
三
世
界
論
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
主
義
の
テ
ー
ゼ
か
ら
切
り
離
せ
な
い
と
い
う
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
上
の
不
都
合
さ
に
よ
る
と
説
明
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
か
ら
ポ
ス
ト
共
産
主
義
社
会
を
論
じ
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ル
ト
三
国
は
じ
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め
、
中
東
欧
各
国
を
対
象
と
し
て
広
が
っ
た
。
論
者
の
学
問
的
背
景
は
多
様
で
、
文
学
評
論
か
ら
歴
史
や
地
誌
、
政
治
学
、
ス
ラ
ヴ
地
域

研
究
な
ど
に
及
ぶ
が
、
ほ
ぼ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
専
門
家
で
は
な
い
（Ştefănescu 2012

）。
典
型
と
し
て
、「
東
洋
化
」
や
「
擬
態
」

（m
im

icry
）、「
交
雑
性
」（hybridity

）
な
ど
、
サ
イ
ー
ド
や
バ
ー
バ
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
、
中
東
欧
の

文
化
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
特
徴
が
広
が
っ
て
い
る
と
語
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
に
富
か
な
加
盟
国
へ
と
若
く
高
技
能
の

労
働
力
が
大
量
に
流
出
し
、
中
東
欧
地
域
が
「
西
側
」
に
隣
接
す
る
「
第
三
世
界
」
に
変
容
し
た
（Chari and V

erderey 2009

）。
ま
た
、

植
民
地
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
よ
う
な
共
産
主
義
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
や
、
反
対
に
中
東
欧
の
強
硬
な
政
治
家
が
ロ
シ
ア
へ
の
敵
対

心
を
露
わ
に
し
て
票
を
集
め
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
植
民
地
時
代
の
ト
ラ
ウ
マ
と
同
時
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
記
憶
、
旧
宗
主

国
と
の
愛
憎
関
係
に
相
当
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
人
気
も
植
民
地
経
験
の
自
然
な
帰
結
と
み
な
さ
れ
る
。

中
東
欧
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
援
用
に
慎
重
で
あ
る
（K

orek 2009;Ştefănescu 2012

）。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
理
論
が
対
象
と
し
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
は
、
人
種
主
義
や
文
明
化
を
要
因
と
す
る
海
を
隔
て
た
植
民
地
建
設
の
点
で
、

根
本
的
な
差
異
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
の
事
例
を
含
め
る
こ
と
で
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
概
念
が
膨
張
し
て
分

析
能
力
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ム
ー
ア
自
身
も
認
識
し
て
い
た
点
で
あ
り
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
」で
は
な
く「
ポ

ス
ト
従
属
」
を
用
い
る
べ
き
と
い
っ
た
主
張
も
あ
る
（K

ołodziejczyk 2014

）。
主
に
批
判
が
向
け
ら
れ
る
の
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

理
論
を
援
用
し
た
主
張
が
、
保
守
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
助
長
す
る
政
治
的
作
用
を
も
つ
傾
向
で
あ
る
。

（
二
）
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
と
保
守
政
治

論
争
の
中
心
と
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、「
東
」
と
「
西
」
の
対
立
構
図
は
近
代
化
の
推
進
者
と
反
対
者
の
双
方
に
よ
り
公
的
に
繰
り
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返
さ
れ
、
政
治
や
教
育
の
言
説
、
人
々
の
認
識
の
な
か
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
模
索
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
状
況
が
あ
る
（Popow

 2015

）。
米
国
を
拠
点
と
す
る
ス
ラ
ブ
研
究
者
の
エ
ヴ
ァ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
じ
め
、
と
り
わ
け
保
守
派
が
「
文
化
」

問
題
に
つ
い
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
応
用
に
熱
心
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
一
九
─
二
〇
世
紀
に
外
国
勢
力
か
ら
支
配
・
分
割
、

征
服
さ
れ
た
歴
史
は
、
本
質
的
に
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
南
北
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
民
地
経
験
と
同
様
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
状
況
が
理
論
的
に
一
貫
し
な
い
部
分
も
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
者
の
ビ
ル
は
、
ロ
シ
ア
の
政
治
的
支
配
は
他
の
植
民

地
の
事
例
の
よ
う
に
文
化
的
覇
権
を
と
も
な
わ
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
の
な
か
に
ロ
シ
ア
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
擬
態
」
し
た
例
を
み
つ
け

る
の
は
難
し
い
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
を
理
論
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
保
守
派
が
用
い
る
理
屈
が
ふ
た
つ
あ
る
と
い
う
（Bill 2014

）。　

ひ
と
つ
の
方
法
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ソ
連
の
構
造
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
広
く
政
治
的
「
左
翼
主
義
」
と
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
中
欧
に
み
ら
れ
る
傾
向
と
符
合
し
て
い
る
。
強
硬
な
政
治
家
や
聖
職
者
、
そ
の
支
持
者
た
ち
は
Ｅ
Ｕ
を
、
中
東
欧
諸
国
に
対
す
る
政

治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
支
配
へ
の
傾
向
の
点
で
批
判
し
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
ソ
連
の
モ
ス
ク
ワ
に
な
ぞ
ら
え
、
ふ
た
つ
の
タ
イ
プ
の
コ

ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
を
拒
否
し
、
文
化
や
宗
教
の
ル
ー
ツ
へ
の
「
回
帰
」
を
主
張
し
て
い
る
。

一
方
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
争
を
主
導
す
る
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
代
理
的
覇
権
国
」（surrogate hegem

on

）
と
し

て
論
じ
る
（T

hom
pson 2010; 2014

）。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
野
蛮
な
東
方
の
植
民
者
に
は
抑
圧
さ
れ
て
も
文
化
的
覇
権
国
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
従
属
の
必
要
を
満
た
す
相
手
を
他
に
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
。
国
外
か
ら
の
指
導
に
従
う
こ
と
に
慣
れ
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
と
っ
て
、「
西
」
は
輝
く
理
想
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
保
守
派
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
概
念
を
熱
心
に
持
ち
出
す
の
は
、
強
い
文
化
本
質
主
義
に
立
っ
た
倫
理
的
政
治

的
な
主
張
を
す
る
う
え
で
役
に
立
つ
た
め
で
あ
る
。
中
東
欧
に
お
い
て
「
多
文
化
主
義
と
交
雑
性
」
は
西
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
を
連
想
さ
せ
、
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Ｅ
Ｕ
に
反
対
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
し
ば
し
ば
、
非
道
徳
的
、
退
廃
的
で
あ
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
概
念
を
持
ち
出
す
保
守
派
は
、
多
文
化
主
義
、
個
人
主
義
、
市
民
モ
デ
ル
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
し
、
伝
統
的
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

価
値
と
原
理
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
確
認
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
定
義
す
る
目
的
の
一
環
と
し
て
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
論
は
あ
る
領
域
を
植
民
地
と
記
述
す
る
こ
と
で
、
歴
史
の
ダ
メ
ー
ジ
を
魔
法
の
よ
う
に
修
復
す
る
言
説
と
し
て
、
右
翼
政
治
に

よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
歴
史
主
義
を
強
め
る
機
能
を
果
た
す
の
で
あ
る
（K

ołodziejczyk 2014; Scheibner 2008; Slačálek 

2016

）。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
限
ら
ず
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
か
ら
中
東
欧
を
語
る
言
説
は
、帝
国
主
義
と
同
一
化
さ
れ
る
ロ
シ
ア
文
化
と
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
か
ら
中
東
欧
を
除
外
し
よ
う
と
す
る
西
洋
世
界
、
両
方
へ
の
非
難
の
調
子
を
と
も
な
う
。
チ
ェ
コ
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
ロ
シ
ア
を
「
東
洋
化
」
す
る
表
面
的
な
反
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
、
自
己
を
モ
ダ
ニ
テ
ィ
・
普
遍
主
義
の
源
と
し
て
の
西
欧
と

同
一
化
す
る
西
洋
中
心
主
義
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
西
欧
の
完
全
に
対
等
な
一
員
と
し
て
認
知
さ
れ
よ
う
と
す

る
葛
藤
と
、
米
国
の
影
響
を
受
け
て
西
欧
自
身
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
西
欧
に
対
す
る
、
軽
蔑
的
な
批
判
が
混

在
す
る
。

チ
ェ
コ
人
の
政
治
学
者
ス
ラ
チ
ャ
レ
ッ
ク
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
の
主
張
を
受
け
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
概
念
を
用
い
て
中
欧
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
①
貧
困
は
相
対
的
に
明
ら
か
に
存
在
し
、
強
力
な
制
度
構
築
や
自
律
的
な
文
化
醸
成
を
妨
げ
て
い
る
。
②
ア

フ
リ
カ
と
は
異
な
る
悲
観
主
義
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
よ
り
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
希
望
と
い
う
悲
観
主
義
が
あ
る
。
③
過
去
の
栄
光
と

い
う
、
現
在
を
慰
め
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
援
用
に
批
判
的
な
論
者
ま
で
も
過
去
の
歴

史
遺
産
を
持
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
④
劣
等
的
立
場
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
「
文
化
」
に
還
元
す
る
と
い
う
意
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味
で
の
文
化
主
義
は
、
顕
著
に
存
在
す
る
。
ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
に
お
い
て
、
政
治
的
な
見
方
か
ら
道
義
的
な
自
己
批
判
へ
、
社
会
の

分
析
対
象
が
権
力
か
ら
文
化
へ
、
変
化
の
可
能
性
か
ら
決
定
論
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
を
参
照
す
る
議
論
は
、そ
の
賛
否
に
か
か
わ
ら
ず
繰
り
返
さ
れ
、結
果
的
に
文
化
主
義
を
強
め
る
結
果
に
な
っ

て
い
る
。
保
守
派
に
よ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
を
批
判
す
る
論
客
も
、
反
論
す
る
た
め
に
自
国
の
歴
史
や
文
化
の
真
正
さ
に
言
及
す

る
と
い
う
循
環
に
陥
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る）

2
（

。
ま
た
、
こ
の
「
論
争
」
が
続
い
て
い
る
の
は
、
当
該
諸
国
の
時
代
的
気
分
を
共
有
で
き
る

枠
組
み
と
し
て
人
々
を
惹
き
つ
け
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
に
は
、
一
九
八
九
年
以
降
の
中
東
欧

は
、
西
を
到
達
点
と
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
べ
き
、
Ｅ
Ｕ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
参
加
し
て
ノ
ー
マ
ル
に
な
る
べ
き
、
換
言
す
れ
ば
「
わ
れ
わ

れ
の
よ
う
に
」
な
る
べ
き
と
繰
り
返
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
も
対
等
な
地
位
を
得
て
い
な
い
と
い
う
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い

る
（K

orek 2009

）。

（
三
）
難
民
危
機
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

こ
こ
で
本
稿
冒
頭
の
中
東
欧
首
脳
陣
に
よ
る
難
民
危
機
へ
の
反
応
に
戻
ろ
う
。
そ
れ
は
一
見
す
る
と
反
移
民
・
難
民
、
反
イ
ス
ラ
ム
の

主
張
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
東
西
で
収
斂
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
中
東
欧
諸
国
に
固
有
の
要
因
を
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
人
の
政
治
学
者
ク
ラ
ス
テ
フ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（K

rastev 2016a; 2016b

）。
第
一
に
、
民
族
と
国
家
建
設
に
ま
つ
わ
る
歴

史
的
要
因
で
あ
る
。
中
東
欧
は
帝
国
の
崩
壊
か
ら
生
ま
れ
、
民
族
浄
化
の
経
験
か
ら
世
界
を
見
て
お
り
、
欧
州
の
ど
こ
よ
り
も
多
文
化
主

義
の
暗
い
側
面
を
知
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
集
権
的
で
文
化
的
に
同
質
な
主
権
国
家
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
例
も
あ
る
。
第

二
に
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義
諸
国
の
宗
教
と
国
際
主
義
へ
の
感
受
性
で
あ
る
。
共
産
党
に
世
俗
主
義
を
強
制
さ
れ
た
過
去
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
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教
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
破
壊
の
リ
ス
ク
に
敏
感
で
あ
る
。
ま
た
国
ご
と
に
ム
ス
リ
ム
と
複
雑
な
関
係
が
あ
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
よ
う
に
欧

州
最
大
の
ム
ス
リ
ム
人
口
を
抱
え
る
国
も
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
よ
う
に
モ
ス
ク
が
な
い
国
も
あ
り
、
逆
の
理
由
で
ム
ス
リ
ム
難
民
の
流
入

可
能
性
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
こ
の
地
域
の
人
口
減
少
問
題
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
体
制
移
行
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
に
と
り

わ
け
若
い
労
働
力
が
流
出
し
、
人
口
規
模
の
小
さ
い
諸
国
に
は
特
に
「
民
族
消
滅
」
へ
の
危
機
感
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ソ
連
の
共
産
主
義

に
お
し
つ
け
ら
れ
た
国
際
主
義
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
対
し
、
不
信
感
が
深
く
根
づ
い
て
い
る
と
い
う
。

中
東
欧
の
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
争
」
に
は
、
難
民
危
機
へ
の
反
応
に
関
す
る
文
脈
も
垣
間
見
え
る
。
ス
ラ
チ
ャ
レ
ッ
ク
は
、
と
り

わ
け
中
欧
に
つ
い
て
、
西
洋
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
、
植
民
地
化
さ
れ
た
諸
国
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
置
か
れ
る
こ
と
へ
の
怖
れ
が
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
根
本
的
な
壁
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
植
民
地
化
の
対
象
と
の
自
己
同
一
化
は
、
文
明
化
さ
れ
た

自
民
族
の
本
質
と
両
立
せ
ず
、
西
欧
の
完
全
に
対
等
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
欲
求
と
衝
突
す
る
。
植
民
者
で
あ
る
西

欧
を
モ
デ
ル
で
あ
り
目
標
と
し
て
認
識
し
て
き
た
中
欧
の
住
民
が
西
欧
の
植
民
地
化
の
対
象
に
共
感
を
発
達
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

（Slačálek 2016

）。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
直
面
し
て
い
る
国
家
に
共
通
の
傾
向
と
も
い
え
、
文
化
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
争
点
に
な
る
点
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
は
一
見
収
斂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
東
欧
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
へ

の
共
感
の
増
大
を
決
定
づ
け
る
論
理
は
西
欧
諸
国
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義
の
移
行
の
方
に
直
接
の
原
因
が
あ
る
。

ポ
ス
ト
共
産
主
義
の
最
初
の
一
五
年
間
、
チ
ェ
コ
の
ハ
ヴ
ェ
ル
の
よ
う
に
、
人
権
保
護
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
拡
大
と
い
っ
た
普
遍
主
義

的
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
、
米
国
の
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ラ
ク
侵
攻
を
支
持
す
る
こ
と
で
、
中
東
欧
は
「
西
欧
性
」
を
示
す
傾

向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
イ
ス
ラ
ム
移
民
に
よ
り
脅
か
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
洋
的
価
値
の
保
存
の
た
め
、
南
欧
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の
非
効
率
性
や
ギ
リ
シ
ア
の
堕
落
に
よ
り
脅
か
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豊
か
さ
の
保
存
の
た
め
、
第
一
義
的
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関

す
る
手
法
で
使
わ
れ
て
い
る
（Slačálek 2016

）。

ク
ラ
ス
テ
フ
は
、
ハ
ヴ
ェ
ル
に
代
表
さ
れ
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
知
識
人
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
チ
ン
ス
キ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
と
い
う
、「
一
九
八
九
年
の
ふ
た
つ
の
遺
産
」
を
指
摘
す
る
。
両
者
が
し
ば
ら
く
平
和
的
に
共
存
し
て
い
た
の
は
、
西
欧
と
Ｅ
Ｕ
へ
の

参
加
が
、
ロ
シ
ア
の
影
響
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
最
善
の
方
法
と
み
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
欧
州
統
合
に
代
表
さ
れ
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
間
の
緊
張
は
消
滅
す
る
こ
と
た
な
か
っ
た
（K

rastev 2016b

）。
近
年
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
の
遺
産
の
修
正
版
で
あ
り
、
近
年
、
戦
間
期
の
権
威
主
義
的
な
英
雄
像
が
人
気
を
集
め
て
い
る
現
象
（Bustikova 2016

）
も
、
こ
の

文
脈
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結　

び　

に

中
東
欧
諸
国
に
お
け
る
政
党
シ
ス
テ
ム
の
展
開
や
対
立
軸
を
み
る
と
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
現
象
に
つ
い
て
西
欧
型
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
中
心

の
定
義
や
分
析
手
法
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
え
る
。ま
た
、右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
背
景
に
あ
る
西
洋
文
化
へ
の
視
線
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内 

で
一
見
収
斂
し
て
い
る
が
、決
定
づ
け
る
論
理
の
差
異
は
東
西
で
異
な
り
、そ
の
差
異
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
意
味
の
点
で
軽
視
す
べ
き
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
を
め
ぐ
る
主
張
は
、
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
体
制
移
行
に
つ
い
て
、
よ
り
広
い
意
味
が
あ
る
。

統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
似
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
多
く
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
「
デ
モ
ス
」
が
存
在
し
な
い
た
め
民
主
的
に
機
能
し
な
い
と
み
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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非
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
中
島
）

パ
規
模
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
、
そ
れ
が
依
拠
す
べ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。「
デ
モ
ス
」

は
内
発
的
に
は
生
ま
れ
な
い
た
め
積
極
的
に
構
築
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
推
進
者
で
あ
る
エ
リ
ー
ト
が
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
体
と
し
て
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
シ
ン
ボ
ル
を
供
給
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
。
熱
心
な
統
合
主
義
者
は
、
国
別
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

を
こ
わ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
方
法
と
し
て
、
人
の
移
動
の
自
由
を
唱
道
し
、
多
く
の
経
営
者
も
賃
金
抑

制
を
助
け
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
意
味
す
る
内
容
や
実
体
は
、
各
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
も
相
互
に
作
用
し
て
複
雑
に
構
築
さ
れ
る
結
果
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
は
拡
大
以
前
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
（Risse 2004

））
3
（

。

ポ
ス
ト
一
九
八
九
年
の
世
界
に
お
い
て
、
近
隣
諸
国
の
民
主
化
は
Ｅ
Ｕ
の
共
通
外
交
政
策
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
拡
大
は
新
た
な
欧
州
秩
序
の

制
度
的
基
礎
で
も
あ
っ
た
。
西
欧
諸
国
は
旧
共
産
圏
に
法
の
支
配
、リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
市
場
経
済
を
移
植
す
る
こ
と
で
「
ノ
ー

マ
ル
」
に
す
る
野
心
を
抱
き
、
Ｅ
Ｕ
の
世
俗
主
義
、
脱
国
家
や
脱
主
権
も
含
め
、
自
分
た
ち
の
行
く
道
は
物
事
が
自
然
に
発
展
し
て
い
く

道
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
西
欧
諸
国
が
特
定
の
条
件
の
も
と
で
長
い
年
数
を
か
け
獲
得
し
た
変
化
で
あ
り
、
中
東
欧

は
一
九
八
九
年
以
降
に
西
欧
の
政
治
的
制
度
を
輸
入
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ま
で
輸
入
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
（H

alm
ai 2016

）。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
思
い
の
ま
ま
に
創
ら
れ
た
り
形
成
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
触
発
さ
れ
、

促
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
制
度
の
み
を
通
じ
て
構
築
す
る
の
は
難
し
い
。

債
務
危
機
を
経
て
、
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
正
当
性
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
の
政
治
強
化
を
求
め
る
声
も
聞
か
れ
た
（V

an 

M
iddelaar and V

an Parijs 2015

）。
し
か
し
、
選
挙
を
通
じ
て
伝
統
的
な
左
右
の
軸
で
構
成
さ
れ
る
政
治
ア
リ
ー
ナ
を
つ
く
り
だ
そ
う
と

す
る
試
み
で
あ
れ
ば
、
非
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
国
家
レ
ベ
ル
で
す
で
に
難
し
い
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
で
実
現
し
う
る
と
は
想
像

し
が
た
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
関
心
事
は
、
西
欧
主
要
国
を
中
心
に
経
済
や
失
業
よ
り
も
移
民
と
テ
ロ
が
圧
倒
し
て
お
り
、
社
会
的
公
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二

正
や
平
等
を
訴
え
る
伝
統
的
な
左
派
勢
力
は
こ
う
し
た
関
心
と
か
み
合
っ
て
い
な
い
。
中
東
欧
で
は
体
制
移
行
の
評
価
を
め
ぐ
り
社
会
は

分
裂
し
、
文
化
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
軸
に
政
党
シ
ス
テ
ム
が
再
編
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ポ
ス
ト
移
行
期
の
中
東
欧
諸
国
の
政
治
状
況
は
、
そ
れ
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
外
の

民
主
化
に
と
っ
て
も
示
唆
的
で
あ
る
。「
西
」
は
普
遍
的
な
も
の
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
世
俗
主
義
も
、
歴
史
的
条
件
の

産
物
で
あ
り
、
国
内
外
の
環
境
変
容
に
よ
っ
て
は
周
辺
化
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
た
だ
し
、
ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
自
国
組
織
に
比
較
し
て
Ｅ
Ｕ
組
織
へ
の
信
頼
が
高
い
こ
と
は
、
拡
大
前
の
一
五
カ
国
と
の
対
照

を
示
し
て
い
る
。

（
2
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
に
つ
い
て
、
政
治
的
な
意
図
に
自
覚
的
な
保
守
派
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
批
判
的
な
リ
ベ
ラ

ル
な
論
客
も
文
化
本
質
主
義
に
同
様
に
陥
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）
仏
、
独
、
英
の
主
要
政
党
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
政
治
的
言
説
の
長
期
の
調
査
か
ら
示
さ
れ
た
。
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